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安全のために必ずお守りください 

♦お使いになる人や他の人への危害と財塵への慎害を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使巧するために、 
必ずお守りいただくことを説明していまず。 

♦ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危善や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 


A 危険 (DANGER) 
么警告 (WARNING) 
A 注意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死こ、重傷を負ラ危険、または乂がの危険が差し迫 
って生じることび想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が 
死こ重傷を負う可能性、または乂災の可能性び想 
定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをずると、人が 
傷害を負ラ可能性や物的損害の発生が想定される 
内容を示しています。 


お守りいただく內容を、次の絵表示で区分しています。 


0 ® ® ® 

この絵表示は、「禁止」されている内容です。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 

〇處© 

この繪表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


>説明文中の r お願い」事頃は、本磯を誤りなく正しくお使いいただくたゆの内容び記載されています。 


A 危険 （ DANGER) 


I ★ガソリン使用禁止 I 

ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧しないでくだ 
さし、。 

少量の混入でを、火災の原因にな0ます。 





I ★スプ レー 吿厳禁1 

スプレー宙やカセツトこんろ用ボンベなどを、 
ストーブの前面や温風のあたるところに放置し 
ないで < ださい。 

熱で吿の圧力が上がり、爆発し、危険でず。 


告 （ WARNING) 


★換気必要 I 



0 


換気せずに使用しつづけないでください。酸 
素び不足すると、不完全燃焼し、一酸化炭素 
などび発生して中毒になるおそれがあります。 
使用中は必ず]時間に ] 〜2回 （ 1〜2分)換 
気して、新鮮な空気を補給してください。 
(窓の凍結、地下室など)換気が充分におこな 
えない場所では、。|| pOL |j 

s ? ぃでく A 膨1蜡 


お使いになる前に 









を全のために必ずお守りください 


么警告 (WARNING) 


r ★温風吹出 □をふさ がない I 

あ類、紙などで温風欧出口や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因にな0ます。 



0 

禁止 


L 古を壁の乾燥壁琴 I 

を類などの乾燥には使用しないでください。 
落下したを類に乂びつさ、火災の原因になりま 
す。 



0 

禁止 


★寝るとさ消乂 I 

寝るときやか出ずるとさは、必ず消火し、火び 
消えていることを確認してください。 

予想しない事故び発生するおそれびあります。 



〇 

消义 


I ★可燃性ガス使用厳禁 I 

ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび 
発生するもの(ガソリン、ベンジン、シンナー)、 
スプレーを使用しないでください。 

乂災や故障の原因にな0ます。 



0 

使用禁止 


A ま意 （ CAUTION) 


★カーテン、可燃物近接禁止 1 

カーテンや燃えやすいちののそばなどでは使用 
しないで < ださい。 

毛なやふとんなどを近くに置かないでくださし、。 
火災が発生するおそれびあります。 

0 

禁止 


I ★繳由時消が 

給油は、必ず消火して、本体温度が充分下がっ 
てから、乂の気のないところでおこなってくだ 
さい。 

火災のおそれびあります。 

〇 

消乂 









皮居室巧鲜油舉由 

給油は、必ず火の気のないところでおこなって<ださい< 
乂災のおそれびあります。 


0 


み油漏れ確認] 

給油□□金は確実に締めて < ださい。 

給油□□金を下にして、油漏れびないことを確 
かめてください。 

給油ロロ金を斜めに締めたりずると、簡単に給 
油口□金ががれて、乂災のおそれびありまず。 



〇 


•油び漏れるが態で使用しないで<ださい。 
乂災のおそれびあ0ます。 

I ★ほこりの除去 I 

給気フイルターやファンフイルターは、週]回 
拟上必ず掃除してください。 

ごみ、ほこりなどで給気フイルターやファンフ 
イルターびつまると、異常燃焼のおそれびあり 




〇 


〔給気フィルター〕 


〔フアンフイルター) 


i ★異常畦使用琴止」 

におい、すずの発生、炎の色など異常を感じた 
とさは使用しないでください。 

運転スイッチを押して「切」にして < ださい。 
異常燃焼のおそれびあります。 



0 

使用禁止 


•万ーストーブか5火び出たり、床などに火が 
ついたとさは、あわてずに消乂器で消火して 
<ださい。 

[★温風[こ置接ぁを5なしり 

溫風に直接長時間あたったり、ストーブの前に 
長時間い続けないでください。低温やけどや脱 
水症状になるおそれびあります。 

温風を直接聰い込まないでください。 

気分び惡くなることびあります。 



0 


I * 移動 • 運搬ずると童の注意） 

ス I -ーブはひをずらないでください。床面、じゅラたんなどを傷つけたり、本体底面の 
塗料びはびれて、さびの原因になるおそれびあります。 

ストーブを移動する時は、必ず消火し、油タンクを破いて傾けないように静かに移動し 
て < ださい。 

油び漏れたり、火災になるおそれびあります。 

修理•引越しなどス I ^ーブを運搬される時は、必ず油タンク、油受けざらの灯油を抜い 
て < ださい。 

な油びこぼれ周囲を巧すおそれびあります。 


〇 


意に AUTION) 


お使いになる前に 







安全のために必ずお守りください 



燃焼中や消乂直後は、高温部、温風峽出口に手 
などふれないで < ださい。 

やけどのおそれびあ0ます。 



風 

接舰禁止 


分解禁止 


I ★分解修理•改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないで 
<ださい。 

ストーブは絶対に改造して使用し 
ないで < ださい。 

不完全な修理や改造は危険です。 


I ★電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、 
傷付けた0まねた0、物をのせた 
0加工しないで < ださし、。 

また、電源プラグを掠くとさは、 
コードを持って引さ振かないで< 
ださい。 

電源コードが破損し、火災や感電 
の原因になります。 


★電源プラグは確実に差し込む 


0 


〇 


ルーバー(温風吹出口）私ストーブ內部に指や異 
物を入れないで < ださい。 

けびや乂災のおそれびあります。 



0 


★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとさ、または保 
管ずるとをは、必ず灯油を损さ電 
源プラグをコンセントから振いて 
<ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保管 
しないで < ださい。 

抜き取れなかつたな油び漏れたり、 
乂災のおそれびあ0ます。 


〇 


* g 9 f 踞1しく、ときは 


電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込んでください。 

I また、 傷んだプラグやゆるんだ\ 
コンセントは使用しないでくだ 

さい。 I 

1火災の原因になります。 / 

めれた手での抜さ差しはしないで 
<ださい。 

感電の原因になります。 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


長期間使用しないときは電源プラ 
グをコンセントから抜いてくださ 

火災や予想しない事故の原因とな電想プラグを抜く 
0ます。 


i ★電源プラグのお手入れをずる 


とをど寺は電源プラグを披を、ほ 
こり（及び金屬物)を除去してくだ 
ごい。 

(ほこ0や異物びたまると湿気な 
どで絶縁不良になり）火災の原因 
になります。 


〇 


おモ様やお年寄り、体のご不自由な方びお使いになる塌含は、がけどや、部屋の換気 
などについて、周囲の人び充分に注意してください。 


〇 





★腰をかけたり物をのせない 


0 


ストーブの上にのったり、腰をかけ 
た0しないで< ださい。 

ストーブの故障や、やけどのおそれ 
びあ0ます。 

ス1-ーブの上に花びんや、水を入れ 
たちのなどを置かないで<ださい。 
水びかかると漏電や故障のおそれが 
あ0ます。 


I ★巧の場所では使用しない1 

乂災や予想でさない事故や故障の原因にな0ます。 

(フ； R 串^よい場所、す琴定を"層雨） 

•傾斜した場所や振動の激しいところでは、使 
用しないで < ださい。 

巧震自動消乂装置び誤作動することびあ D ます。 

• しっかりしたじよラぶな床面で使用してくだ 
さい。 

•不安定な台上で使用しないでください。転落 
する おそれげあ0危険です。 

('暖炉などストーブが囲われる場所） 

•廳おや押入れに入れての使用など、特殊な使 
いちをしないで < ださい。 

火がの原因にな0ます。 

(ほ云ち—柄显竟のをい場所） 

•空気を取り入れるフィルターび目づまり状態 
になり、異常過熱や異常燃焼を起こし、事故 
になる危険性がありまず。 

f 理•美容院、クリーニ：7グ店など1 
L スプレーや化学薬品を使？場所 ノ 

•理•美容院、ツキ、謹装工場、電子部品組 
立工場、繊維関係工場などでは使用しないで 
<ださい。 

器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属、 
鏡、ガラスなどを傷故る原因となります。 

•石油フアンヒーターで隱房する部屋ではシ U 
コーンを配合した枝毛巧コート液やへアート 
リートメント(枝毛巧）は点火 S スや、途中消 
火など故障の原因になりますので使用しない 
で < ださい。 


女廃棄 ずるとを I 

ス I -ーブを廃棄処分するとをは、お 
ず油タンク、油受けざ5内の巧油を 
损を取って < ださい。 

(27 ページ参照） 

I 灯油び入ったまま廃棄ずるとリサイ 
クルの際思わ城事故び発生ずるおそ 
れびあ0ます。 


〇 


0 

使用禁止 


(風のあたる場所、部屋の串入口（屋夕り） 

•風のあたるところでは使用しないでください。 
炎び出て危険でず。掃除機の排気にを注意し 
て < ださい。 

•部屋の出入□など人の通るところ、人びぶつ 
かった D つまず<場所で使用すると、転倒し 
て事故や乂災び起きるおそれびあります。 



(不ま定な物をのせた棚などの下;） 

• 落下物により火災び起きるおそれげあります。 

巨光のあたる場所、^溫度の高い場所) 

• 異常燃焼を起こすおそれびあります。 

• 油タンクの巧油びあふれ出て火災のおそれが 
あります。 

f 奇癖岳ガスの発生ず急磊新。 
またはたまる場 所_ J 

• 爆発や火災の原因になります。 

(ミ島室-飼育室など人を。を。^磊所） 

•予測でをない事故び発生するおそれびあります。 


意 （ CAUTION) 


お使いになる前に 







安全のために/ぶずお守りください 



意に AUTION) 


I ★次の_場西で L ま堡用し r み d 

火災や予想でさない事故や故障の原因にな0ます。 

G 高地 （ISOOmL ソ上の場所)） 

• 酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

• 8 日日〜13日日 m では調整び必要ですので販売店までお問い合わ 
せください。 


0 

使用禁止 


幅高 

1300 mi 


★可燃物（木壁、：^板、ふすまな是)との距離を離ず] 

•ストーブ上方の棚などとの距離は必ず1 m しソ I I f 

上あけて < ださい。 \ i - 1 !^ 

•上方の棚などか5の落下物びないよラにして \ lS 

ください。 ^ 

•特に、カーテンなどびストーブにふれないよ 
うにしてくださレ。 

•家具などからは充分な距離をとってください。〜一一 
(熱で変おや変色、自然発火することびあ0ます。） ^ 



〇 





願い (NOTICE) 


★シリコーン配含製品を使用しなし 、I 


♦ス [ ブ(石油フアンヒータ ー) で暖房する部屋では、シリコーン配合製品(ムース.ク U — ム■液 
体スプレーなどの枝毛用ヘアートリートメント類、つや出し剤や、防水スブレーなど)を使用しな 
いでください。点火 S ス-途中消乂などの故障の原因になります。 


★な油の廃轰 


参灯油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談くださし、。 


使用する場所 


願奉酬こ偉用め固 

•温風の循環を妨げるものびなし嗎所に設置してください。 
♦が気に接する窓の下や壁面に設置ずると効果的です。 
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V ： 









各部のなまス 



フアンフィルター 
( 温風用空気取入口) 



□金開閉具 


お使いになる前に 










各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」-「点滅」の意妹 


_か部屋ラ ンプ _ 

点なル部屋運転モードに設定されていまず。 
17ぺージ参照 



ル部屋運転の設定•解除を 
おこないます。 

17ぺージ参照 


_ 温度•時計表示 

デジタル表示部の表示内容を示します。 


デジタル表示部 


設を温度室内温度 

' が,—…、 

I [W-'J 

設定溫度室内湿度 


■温度表示 

設定温度…目む〜28むまで 
設定温度を選択でをます。 
室内温度…0む〜32でまで 
表 W します。 


■現在時刻表示 
現在の時刻を表示しまず。 


[ ゾ星心 

設定温援室内温度 

グ— 、/ 

m 

へ り 

、へノ 

設定温度ま內溫度 


■タイマー 運輯時刻表示 

タイマー時刻表示は点滅します。 
タイマー運転終了時には、 
「，•み-」を表示しまず。 


■給油に関する残り燃焼時間 
残り時間を表示します。 


※油切れ時は「 
のします。 


」を表 



13時間燃焼終了時の表示 
3从 - 」を表示します。 


設定温度室内温度 


5 

へノ 

設定適度室内遍度 


■故障•異常により自動消乂 
したときの表示(エラ^^) 

自己診断機能により、故障時 
にはと—-ご〜，5- 3を表 

术し永9 0 


8 



















■クリーニング 燃焼 表示 



設を温度室巧温度 


チャイルドランプ 

点な…チャイルド□ック作動中 
消な…チャイルド□ック解除 


_給油ランプ_ 

ち：0 

♦油タンクび空になって消火する1日分前に点灯と同 
時にブヴーび鳴0、給油の必要をず告しまず。 

点滅(運転中） 

•時間延長（給油延長）ボタンを巧すと点滅し、給油 
延長（最大約60分延長)運転中を表示します。 

点滅(運転停止） 

♦油びなくなり自動消火しました。 

(日秒間ブザーび鳴ります） 

13ぺージ参照 


タイマーランプ 

点。 

♦タイマー運転待機中 
♦タイマー運転中の1時間 
♦タイマー運転終了時 

( ミト!,- 表を中） 


運乾スイッチ 


♦一度押すと 

「入■」 

♦ちラー度押すと r 切麗」 

になります。 


点;威 . 

……予熱中 

点灯…… 

……運転中 

消灯 . 

. 消火 


16、19、20、21、22ページ参照 


♦点な… 

消臭点乂に設定されています。 

消臭機能作動中。 

16ページ参照 


点な…セ—ブ運転中 


温度/ 時刻合わ せボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 
♦室温設定の塌合 
設定温度をお好みの温度にするこ 
とびでさまず。 

〇あるいは © のボタンを巧し 
て合わせて < ださい。 

♦時刻設定の塌合 

あるいはのボタンを押し 
て合わせてください。 

1日、18、19ページ参照 


_セーブボタン 

セーブ運転の設定’解除を 
おこないます。 

18ページ参照 


タイマーホタン 

タイマー運転をおこなラと 


^た r ルド□ックボタン 

設定•解除をする攝合はチャイルド 
□ツ 



運転スイッチ 運転スイッチ 


















お使いになる前の準備 


製品と同個品を取り出します 


•包装箱からずべての徊包材を取り除を、製品に傷をつけないよ 
ラに取り出してください。 

同時に取扱説明書と□金開閉具を取り出してくださし、。 

•詳しくは、包装箱上面に表示してある r 包装の内割を参照して 
<ださい。 

♦包装箱やお包材は保管するときにご利用ください。 


好油について 



廣燃料はな油^旧1号な油)を必ず使用してください。 

(1) 変質な油、不純な油は、絶対に使用しないでください。 



I ★ガ、ノリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発1まの高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の攝入でを、 
火災の原因にな0ます。 


麵麗 


♦変費灯油(持ち越した巧油など)、不純灯油（な油 
がの油■水-ごみび湿入した口油など）は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

異常燃焼や故障の原因にな D ます。 

•助燃剤(添加物)は使用しないで < ださい。 

異常燃焼を起こずおそれびあります。 

@な油の保管のしかた 

•な油はおず火気、 

雨水、ごみ、高温 
および直射日光を 
避けた場所に保管 
してください。 

♦な油容器内の'な油 
がかないと温度変 
化により結露して 
水がたまることびあります。 

♦な油の容器は専用のをれいな容器を使用してくださ 
し、。またな油容器は必ず J I S 認定品で色つさのな 
油専用容器を使用して < ださい。 

心 



灼■油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹きかけまず 
(乂の気のない巧でおこなってください） 


〇 W ミ由 



濡れたままでず。 


X ガソリン 



すぐ乾いてしまいます。 


良い保管 

直射日光、雨水び当た 
らず、乂気のない冷暗 
巧へ保管 



国 


惡い保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 













変質'灯油とは 


不純な油とは 


♦ちい灯油。（ひと夏持ち越し 
た灯油） 

♦長期間、曰光の当たる場所や 
温度の高い場所に保管した灯 
油。 


ちい口油は 
使わないで 




>灯油がの油（ガソリン、 
シンナー、天ぷら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでち混入したな油。 


♦特に容器のふたが開けてあっ ~三^ 

たじ、 季 L 白色の容器で保管し 
た灯油は麵しやすい。 vN / 

変質のひどいものは黄色味を 使用禁止 

おびた0、すっぱいにおいび 
します。 

変質を防ぐため灯油は翌シーズンに持ち越さない 
よラにしてぐださい。 

変質な油-不純なミ由の見分けかた 


♦水やごみび混 
入した打油。 


口油しソ外の 
油、水、ごみを 
. 入れないで 



0 

使用禁止 


コップに水を入れ、次に灯油を入れて 
背後に白い紙をあてます。 


水と同じ無色透明なら正常。 


少、しでち色びついていたら 
使用しない。 




0 

使用禁止 


•変質な独や不純'灯油の見分け 
かたはた いへん 難しいので、 
ソーカーのはっ定 りしない巧 
油は使用しないで < ださい。 


(!) 変質な油や不純'灯油を使用す 
ると 


® 万一変賢な油や不純な油を使 
つたときの処置のしかた 


♦変質灯油や不純好油を使用しますと、バ 
ーナーに 多量の タールなすこ まり、点火し 
なくなったり、燃焼び悪くなったり、激 
しいにおいがしたりします。 

♦水の混入した灯油を使用しますと、炎び 
ルさくなり火が消えてしまいます。叉、 
油タンクに打油が残っているのに、「給油 
ランプ」び r 点灯」することびあります。 


1油タンク、油受け、油受けざら内の悪い 
灯油をおさ取り、良質の灯油で内部を2 
〜3回洗ってからご使用ください。 

巧目、巧ページ参照） 

2 悪い阿油を抜さ取ってち効果のないとを 
は、販売店までお問い含わせ<ださい。 


-お願い- 

変質阿油や不純灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中でを有料修理となり 
ます。 


お使 S になる前に 





お使いになる前の準備 


給油のしかた 


A 注意 


給油は、必ず消火して、本体温度び充分下びってか!5火の気のない 
ところでおこなつてください。 

火災のおそれびあります。 


〇 

消乂 


1油タンクを取り出ず。 

2給油ロロ金をを「〇」へ回して取 
りはずず。 


附属品の「口金開閉具」を使用しまずと、巧 
油で手を巧さないで給油□□金の開閉びで 
をまず。 


3給油ずる。 

巿販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し 
込んで、油量計を見なび6給油してください。 

(ホースび抜けないよラに注意しなび5給油し 
て < ださい。） 

♦の■油は油量計の上部(ち図 給油位置) まで給 
油して < ださい。 

入れ過ぎますと、あふれ出ることびあ0まず 
ので充分ま意して給油してください。 

4給油ロロ金を締める。 

給油□□金をち「〇」に回して確実に締めてく 
ださい。 



参こぼれた巧油はよく拭き取ってくださし、。 



★給油□□金は、斜めに締めた0、締めつけび 
不完全ですと、油漏れによる火災の原因にな 
ります。また、違った給油□口金を取り付け 
ますと油び出な< な0ます。 



〔 LC - し533の給油□□金〕 


5油漏れのないことを確認ずる。 

給油口□金を下にして油漏れのないことを確認 
してから、ス i -ーブに正しく静かにセットしま 
す。 

★油び漏れる状態で使用しないでください。火 
災のおそれびあります。 



公 









給油の目安（給油延長運転) 


油タンクの灯油び空になつてち、油受けざらの灯油を燃焼させて、最大約60分の延長燃焼びでさます。 


一 運転スイッチ 


一時間延長ボタン 
一 給油ランプ 


デジタル表示部 

1油タンクの讯由が少なくなると、「給油ランプ」が r 点な」し、ブザー 
が「ピッピッ」と連続して鳴り、「デジタル表示部」に残り燃焼時間(分) 

( ~~う巧 を表 TH しまず。 

♦運転スイッチを巧して消乂してから、給油してください。 

女給油しませんと、2分ごとにブザーび r ピッピッ」と鳴りまず。約 I 日分後に「給油ランプ」び「点滅」し、 
「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示び巨3となり自動消乂します。 

2給油延長運輯をずるとを 

油タンクの灯油びかなくなり r 給油ランスび r 点灯」した！5、 err 時間延長(給油延長)ボタン」を巧し 
まずと、給油延長運転をして最大約60分間の燃焼継続をしまず。 
r 給油ランプ」が r 点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示(分)び変わりまず。 

♦約孤分 j ツ内に、運転スイッチを押して消火してか5給油してください。 

★給油しませんと、約郎分後に、 r 給油ランプ」び「点滅」し、「デジタル表示部」の残り燃焼時間表示が 
亡こ!)となり自動消火します。 

♦ r 時間延長(給油延長)ボタン」を押すと、時間延長(燃焼)ち同時にセットされます。 

间ぺージ [酒17 忘れ 短火 装置の 使。が 量]参照） 

♦給油延長運転中は、室温に関係な<最小燃焼 ( r 微茹」または rs 二」)運転をします。 


★ストーブを持ち運ぶとさは必ず消火をし、本体温度び充分下がって 
から、電源プラグをコンセントか5损し、て、油タンクを取り出して、 

スト-ブを傾けないよう静かに運んでください。な油びこぼれて火 
災になるおそれびありまず。 ^日"' 


A 注意 


ル部屋 


MW ，イマ 

〇 〇 


時間延長 


あげる 


さげる 


タイマ 


チ中イル阳ック 


お使いになる前に 















お使いになる前の準備 


点乂前の準備 


1 水:平の確認をずる。 

•ス I -ーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ストーブび、傾いてないか、不安定な状態になっていないか、おず確かめてください。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動ずることびあります。また、転 
倒しやずく、異常燃焼の原因になりまず。 

2電源プラグを電気のコンセント(家庭用 / 

AC 100 V ) に確実に差し込む。 K - 一 

•「ピッ」と飾します。 ? 


電源プラグ 



♦「デジタル表示部」にり f —」 表示が r 点灯」し ぉぞ式 

まず。 

-お願い—— 

★電源プラグを、絶対に、20日ボルトのコンセントに差し 
&まないでください。感電-乂災-故障の原因になりま 
ず。 

★コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分でずと、 
電源プラグが過熱し、熱変形することびあ D まず。この 
よラなとさは、必ずお買い上げの販売店に修理を依頼し 
てください。 

お部屋のコンセントを必ず修理してください。 

★電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折ったり、重い 
物をのせたり、加工しないでください。感電や火災の原 
因にな0ます。 

★他の電気器具と同時に使用ずるとをは、ご家庭の安全器 
(ブレーカー)の容量をこえないよラにして < ださい。 


設定遍度室の通度 



★電源プラグを抜くとをは、電源コードを引っ張って扳か 
ないでください。断線、発熱、発火の原因になります。 


★熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色 
したり、そり返ることびありますので熱に強いマットな 
どを敷いて < ださい。 



タコ足配線 
は危険 




0 

禁止 

A 




普 

■ 

時計 


設定温度室内湿度 


3現在時刻を設定しまず。 


チでイルド□ックタィマー 

〇 〇 


I 祗@ I 



匡雜写 

m 

Wly が ,:!4 



Sss 



「時計 J 表示 デジタル表示部 

現在時刻が午後7時10分の場合 
①〇または巨）のボタンを一度押ず。 

「ピッ」と音びして r 時計」表示び r 点測します。 

( D デジタル表示を見なが 5 C 3 のボタンを押して 
13 に含わせる。 

( D デジタル表示を見なが5区:）のボタンを押して 
•ぶ に合わせる。 


iC 3 •©のボタンは、一度押ずごとに1時間または1分間ずつ進みまず。押し続けまずと連続的 
に進みまず。 

。寺刻合わせをする場含は、「時計」表示び「点滅]している間り0砂間）に〇 ■ E ) のどちらかのボタ 
ンを巧して < ださし、。 

時刻をわせびできなかった場合は、ち)ラー度 C 3 または E ) のボタンを押してやり直してください。 


( Dr 時計」表示が、 r 点ミ威」から「点打」に変わり、設定が完了します。 

-お願い- 


★ストーブの時刻表示び狂ったり、タイマー点火時刻び狂ったりずる攝合は、コンセントを一度抜い 
て、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでち直5ないときはお買いホめ 
の販売店までお問い合わせください。 

★ストーブに初ゆて通電したとさや、停電後や、電源プラグを振いて再通電 
した場を、デジタル表示はち図のよラに表示され、「時計」表示び r 点灯 J し 
ますので、現在の時刻を設定してください。（但し、電源プラグを振いて 
も、時計■温度記憶機能で約孤分斷ま、現在時刻を記憶していまず。） 


旧を 
皿な 


時計 




設定温度室内溫度 


I 古省雪力機能 

♦時計表示中に、日分間経過しますと、省電力機旨目が圓いて、デジタル表示部が r 消な」して、電力の消費 
をおさえます。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチ攻外のどれかのボタンを巧すと表示しまず。運転 
スイッチを巧すと点火動作に入りまず。 

(運転中及びタイマー待機中この機能は働をません。） 


お使いになる前に 


切 



ぶ 







使いかた 


点义（通常運転) 



※最初の設定は、消臭点火モードに設をしてありまずので、最初か！ 5「消臭ランプ」 び r 点な」 しまず。 

「消臭点火」は、点火までの時間を15召1日秒にして、予熱を充分におこない、点火時のにおいをかなくす 
る点火ち法です。 

® 「運転スイッチ」を押して r 入」にする。 

•「ピッ」と音がして「運乾スイッチ」び r 点滅」します。 

•「温度」表示び「点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示します。 

油タンクに口油があるのに r 給油 ランプ」 び r 点阿」 刻ま 「点滅」 している場合は、油受けを取り出し、ご 

みや水を捨て灯油で洗浄してください。 （26 ページ参照） 

^ -- —— ------ - - , 

( D 約21日秒後に自動的に点乂し、「運輯スイッチ」び「点な」に変わりまず。 


I ★消臭点乂解隐方法 I 

♦r 運転スイツチ」 び r 切」 の時に r 消臭点火ボタン」 を押すと、 r 消臭ランプ」 び r 消な」 して消臭点火モードび 
解除され、点火までの時間び約1日0砂と短くなります。 

室内温度が日む!;(下の塌含は、点乂までの時間び、約210秒のままです。 

r -お願い- N 

女初めて運乾するとさや、製晶を移動させたり、激しい振動び加え5れたあとに運転ずるとき、白煙 
(灯油の蒸気)や臭気び出ることびあ0ます。これは、移動、振動によりバーナー(燃焼部)内に落ちた 
余分な油が蒸発することによるをので、一度点火し、余分な油びな<なれば白煙や臭気はなくなり 
ます。この様な場合は白煙、臭気びなくなるまでは(窓をあけるなど、 ） 換気をおこなってください。 
女点火時にバーナ ー( 燃焼部)内で、 r ボツ」と言う音や口ーゴー」と言う音びします。これは点乂を確 
実にするためで異常ではありません。 

★点火時にはかしにおいびあります。 

★燃焼中「チツチツチツ」と言ラよラな音びずることびありますび、電磁ポンプの音です。 

■消し忘れによる、万一の事故を防ぐために、点火後3時間で自動消火をします。燃焼を継続する場 
合は消火ずる前に i^r 時間延長ボタン」 を押してください。 

詳しくはのページを参照してください。 








炎の状態 



★ストーブを使用するとをは、正常に燃焼して 
いるか、燃焼確認窓か6がの:!犬態を必ず確認 
して < ださい。 


燃焼確認窓 


(ここに表示した状態は r 強燃焼」の状態でず) 


使用禁止 


青炎燃焼で炎の先端に多少 
黄炎びはいる。 

炎の伸びや、燃焼音びルさい 


炎び黄色く燃焼音び大きい。 


•炎び高 < 伸び、炎全体び黄色。 
•「ピー」と言うような異萬音 
びする。 


燃焼用空気びるすざる。 


燃焼用空気不足。 

燃焼 U ングの取付け不良。 
ク□スマットの浮さ上り。 


販売店にご相談ください。 


給気フィルターを掃除する。 
販売店にご相談ください。 


室温の調節（運転中にしかできません) 


♦設定温度にコント□ールするために、自動的に r 強」慮大）.忡 j . r 弱」微弱」.「ミニ」撮ル)運転を 
くり返します。 

♦設定温度は6で〜28む、室温表示は0む〜3ど C まで表おします。 

呂 r / jv 部屋運鼠■方を I 

♦ r 運転スイッ刊が「入」の時に r 小き嶋ボタン」到甲すと、 
r か部屋ランプ」が r 点な」してル部屋運転モードになり 
ます。お部屋の広さに含わせて使用して<ださい。 

ル部屋運転中には r 強」(最大)運転には、切り替わりま 
せん。 


※ル部屋運乾時の目安 



通常運転 ル部屋運転モード1 

木 造 

約14置 - 約1日置 

.コンクリート 

約19畳-約14置 














使いかた 



♦温度設定をする場含は r 温度」表示び r 点減」している間(約10秒間）に〇 ■ E ) ボタンのどち5かを 
巧して < ださい。 

設定:でさなかった場合はちラー度押して、やり直してください。 

♦一度温度設定しますと、その温度を記憶していまずので変更をしない限り、「消乂」後泻運転ずる場 
を、同一設定湿度になります。 


セーブ運転は設定適度よりち室温び約3む上昇しますと r 消乂 J して無駄な暖房を抑えます。 

セーブ運転を解除していない状態で運転したとさに、室溫び設を温度より3でし U 上高い場含は、運転 
ランプは r 点な」しますび運転はしません。 

また、室温が設定温度まで下びりますと、自動的に再点火させます。 


® r セーブボタン」を押しまず。 

♦「セーブランプ」び r 点灯」してセツトされます。 

女解除する場含は再度「セーブボタン」を押してください。 


セーブ運転 


-お願い- 

★室温が約18で政下では r 微弱」または r ミニ」燃焼しないことびありまず。 

★温度調節は巧流用フアンの空気取入口付近の温度を感知しておこないますので、ストーブの位置や 
部屋の大をごによって、必ずしち、「デジタル表示部」の室内温度表示と、室温とは一致しません。 



消献义 















タイマー運車云のしかた (タィマ-を使用 して暖房を始めたし、とき） 

★タイマー運転をする場合は、巧ぺージ円■蜀在]!刻を聲萃〔重す]に従って、時刻合わせをしてか6で 
ないと運転でさません。 

★タイマー点火時刻を設定しないと、デジタル表示部に r ら-む-1び表示されまず。 


チサイルド□ック タイ 7- 


0 


.^1 黑.嚴 


入■•切 


運転スイッチ 


唆篡嗎 T 言 

— 一 »け由まの追 B 技巧 ち泌 


ちブ dfD 


デジタル表ち部 


タイマーランプ 


m 午前6時30分に設定したいとき 
①「タイマーボタン J を押ず 0 

♦このとさデジタル表示部の表示び「バー」表示に変わり、「タイマー 
ランプ」が「点滅」します。 

屋)デジタル表示を見なが5〇のポタンを押して 
ら に含わせる。 

③デジタル表示を見なが5ド^のポタンを巧して 
30 に含わせる。 



設を通度室内溫度 


( 4 ) デジタル表示部のタイマー時刻が「点滅」している間に、「運転スイッ 
チ」を押して「入」にずる。 

•約1□秒ほど経過すると r タイマーランプ」び「点灯」し、デジタル表示は現在の時刻を表示してセット 
が完了します。 


ぶ 


■タイマー点义時刻は、5分おきにしか設定できません。 

このストーブのタイマー運転は、フアジーコント□-ルでお部屋の大をさとその時の室温により、自 
動的に点乂時刻を決定し、設定の時刻には、お部屋を暖かくしてお去ます。 

通常、タイマー運転設定時刻の0分か52日分前に運おを開始しまず。 


♦レ公].のボタンは、一度巧すごとに1時間または日分間ずつ進みます。押し続けますと連続的 
に進みます。 

•時刻含ねせをする場をは、デジタル表示部のタイマー時刻び r 点 ミ 威」 している間(約 10 砂間）に C 3 • 
E ) のどちらかのボタンを押して<ださい。 

♦設定でさなかつた場合は、をラー度 r タイマーポタン」 を押してやり直してください。 



使いかた 





使いかた 


★タイマー運転は、 一 ■度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、 「タイマーボタン」 を巧して 
デジタル表示部のタイマー時刻の r 点滅」 中(約10妙間)に、 「運乾スイッチ」 を r 入」 にするだけで同一 
時刻で設定び完了します。 

★「運転スイッチ」 対甲して、 「運転スイッチ J び r 点滅」 しているときに r タイマーボタン」 を押すと 「タイ 
マーランプ」 び 「点 I 灯」 し、セットが完了します。 

★タイマー運転時刻を変更する場含は前記と 同 手順でおこなってください。 


_ タイマー運転の解除のしかた _ 

タイマー運乾操作をした機、タイマー点火時刻前にタイマー運転の解除あるいは通常運転をおこない 
たい場合。 

1「運転スイッチ」 対甲して r 切」 にする。 一 〔タイマー運転の解除〕 

2 「運乾 スイッチ」 を再度押して r 入」 にする。 一 〔通常運転開始〕 


タイマー運転の注意事項 


女タイマー運転をした場合点火後約]時間後に自動的に消火し、 「タイマーランプ j び 「点巧」 し、デジ 
タル表示部の 「•'化- J 表示び r 点灯」 して、他のランプは全て r 消灯」 します。 

連続運転ずるときは、タイマー運転の点火時より1時間む阿こ r 時間延長ボタン」を巧して<ださし、。 

•これは閉め切った部屋で長時間、換気せずに燃焼すると、空気不足で危険となるためで、手を触れ 
ない場含は、自動的に消火しまず。 

•残り燃焼時間が1日分になると r デジタル表示部 J にぶ. 3 ••-1'と表示し、2分毎にブヴー(「ピー 
音」）でお知らせしまず。 

★通常運転中に r タイマーボタン J を巧すと 、 r 消乂 J して r タイマー運転」 の待機状態になり、タイマー 
運転時刻に自動的に点火しまず。 

(但し現在時刻を設定してからでないと、「タイマー運転」の待機状態になりません。） 

女タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または消乂時に r タイマーボタン」 を巧すと、1日秒 
間表おします。 

女タイマ—運転操作攘に停電びあったとをや、ストーブを揺らして対震自動消火装置が作動したとき、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

この場含は、再度1日ページ見な時刻を設定しを読んで、時刻含わせか 5 おこなってく 
ださい。 









疆》 I © © I s 龍画 

チサイルド□ック タイマー セーブ I さげる.あげる I 時間延長入—/** —'" xi 切 

〇〇〇。の方像-運転スィッチ 

— --を里田 L ま巧 s 度 巧-兄拾油_ 一ーーグ 

デジタル表示部 

① r 運転スイッチ」を巧して r 切」にする。 

♦このとさデジタル表お部は現在の時刻を表示し、「消臭ランプ」び「点滅」して、消臭機能の作動を表 
术しまず。 

★消火時に「ジーッ」といラ音びしますび、これは消火時の臭気を取る吸臭ポンプび作動ずるためで、 
異常ではありません。 

♦消火猿、約15日砂間、巧流用フアンは回転し続けます。その後自動的に停止しまず。 

r - お願い^- V 

★消火操作をしたときは r 運転スイッチ」 の r 消灯」 とバーナー内の火び消えることを確認してください。 
★消火時にはバーナ ー( 燃焼部)内で r ボッ」と言う音や口ー コ"一」 と言う音びします。これは消火を確 
実にするためで異常ではあ0ません。 

★消火後、対流用フアンび止まるまで、電源プラグをコンセントか6巧かないでください。音が出た 
0、炎が出ることがあります。 

★点火してずぐに消乂操作をしたとさ、さつい臭気び発生することびあります。点乂後約2日分はでき 
るだけ消义しないで < ださい。 

★緊急のとをを除いて、消火は必ず r 運転スイッチ _( を使用してください。 

★長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントか!5振いてください。 

- -- - < 

_ 消乂後再点乂ずるときの注意 

★消火後すぐに再点义ずると、異常音が出ることがありまずので、しば5く（約10分)待ってから再点义し 
て < ださい。 

★ス [ ブが暖かいラちに再点火操作をした時のず熱時間は、約加抄です。 


消し忘れ消义装置の使いかた 


★消し忘れによる、万一の事故を防止するために、 点火してか5 3時間燃焼が 継続 
ずると、「デジタル表示部」に3み-を表示して、自動的に消火しまず。 

♦残りの燃焼時間が、1日分になると r デジタル表示制に数宇でに ' .g ...，'と表 
7 K レよ9 0 

♦この間、2分毎にブヴ ー（ 「ピー」音)でお知5せします。 

〇消火ずる前に r 時間延長ボタン」を押ず。 

♦その時点から再度3時間の燃焼継続び可能になりまず。 

♦自動消火した塌合は、 r 運転 スイッチ」 を押し直してください。 


/"•、ノー、 

設定忍度室巧温度 

/• い、 

m 

ハ心 

、へゾ 

設定温度室内遍度 


消乂のしかた 


使いかた 


4 






使いかた 


クリーニング燃焼表示 


女ク U —ニング燃焼はバーナー内の巧れを除去ずるための燃焼です。 

♦強燃焼で約2時間政上の連続運転をしますと、デジタル表示部に臣逗)を表示し 
て自動的に旨旨燃焼によるク U —ニング燃焼を約日分間おこないます。その後自動 
的にをとの燃焼状態にちどりまず。 


ミ皆/ 





設定適度きの溫度 


換気ミ主意表示の見方 


女閉め切った部屋などで長時間運転をずると r 換気ランプ」 び 「点滅」 しブヴー（「ピ 
ッ」音）び日砂間鳴って運転を停止し 、 f デジタル表示部」 に 「バー」 を表示び 「点 
減」 します。 

r 換気ランプ j にたよらず、1時間に1〜2 回は 必ず部屋の換気をしてください。 


''面度グ—‘ \j 、 

□ • 

□ • • • • • 

時日十 し… へ 一 

設を遍度室巧湿度 



換気 


〇 

給油 


チャイルド□ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたずら操作の 防止 や、誤って運転スイッチを押してち点乂しないよ 
うにしたいときに使用しまず。 



1運転中にチャイルド□ックを「セット J したとき。 

♦ r 運乾 スイッチ」 で 「消义 J のみびでさます。 

•設定温度の変更など他の操作はでさません。 


2消火中にチャイルド□ックを r セット」したとき。 

♦ずべての操作がでをません。 


チャイルド□ックの使用は、 チャイルドロックボタン」 を3秒た (上 押ずことで、 「セット」 又は 
「辭除」 がでをます。 

「セット」…區里 r チャイルドランスび「点阿」。 

「解除」…區豆]「チャイルドランスび r 消な」。 


式 













ま全装置 


★まを装置が作動するのは巧らかの異常びあると走でずから、下記の処置をしてち正常にな日ないときは, 
お買いホめの販売店にご相談ください。 

★再点乂操作とは一度 r 運転 スイッチ」 を r 切」 にしてか6再び押し直して 「乂」 にすることをいいます。 


( 安全装置名 

はた 5 を 

処 m ] 

巧震自動 
消义装置 

♦運転中にストーフ本体び地震(震度約日政上)や 
強い振動、衝撃を受けたとを、乂災などの危険 
を防ぐために自動的に運転を停止します。 

♦地震によって作動した場含は、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油のあふれなど、異常がない 
ことを確認した渡、辑点乂し 
て < ださい。 

不完全燃焼 
防止装置 

♦換気不良、手入れ不良、その他の異常によりバ 
ーナー部への空気の供給び不足したとを不完全 
燃焼による危険を防止するをのであり、呂動的 
に燃焼を停止しまず。 

♦作動した場合は、給気フィル 
ターの掃除をし、部屋の換気 
をしてから再点火して<ださ 
い。 

この装置は、あくまでち不完全燃焼による危険を防止ずるため 
のものであり、使用中はがず 1 時間に！〜 2 回換気して、新鮮 
な空気を補給してください。 

に日ぺージ参照） 

点火巧を 
装 置 

•点乂ヒーターの赤熱不足や、パ’ーナーサ ー S ス 
夕の不良による点火不良。 

♦点乂ヒーター•電磁ポンプ•燃焼用送風機などの 
故障により点火しないとをに、運転を停止しま 
す。 

♦点义ヒーターの故障び原因で 
運転を停止したとさはバーナ 
—底のクロスマツトに灯油が 
しみこんでいまず。 

完全に乾燥させてから、ご使 
用 < ださい。 

(販売店にご相談ください） 

停電を全 
装 置 

♦運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電源 
が切れたとさは、目動的に運転を停止しまず。 
再び通電されてち運転しません。 

•タイマー運輯中に惇電びあった場合、タイマー 
運転は辭除されまず。 

•巧点乂操作をしまず。 

♦現在時刻の設定とタイマー運 
転時刻の設定をやり直します。 

り日、18、19ぺージ参照） 

燃焼 制御 
装 置 

♦燃焼中にがび消えたとを、自動的に運転を停止 
させる安全装置です。 

•巧点火操作をします。 

過熱防止 
装 置 

♦対流用ファンモーターの故障や異常燃焼などの 
原因でストーブび異萬過熱したとさ、火災など 
の危険を防ぐために燃焼を停止しまず。 

♦フアンフイルターのほこりを 
取り除いてから、再点火操作 
をします。 

に日ぺージ参照） 

消し忘れ 
消火装置 

V 

♦消し忘れによる危険を防止するために、点火し 
てから3時間、燃焼び継続ずると目動的に燃焼 
を停止しまず。 

♦消乂する前に「時間延長ボタ 
ン」を押す。 

•消火した場合は、再点乂操作 
をします。 

(21 ページ参照） 


使いかた 






点検-手入れ 


定期点検のおすすめ （2 シーズンに1回程度) 


長期間ご使用になりまずと、機器の点おがが要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
を全にお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、交は 
修理資格者 (：( 財)日本石油燃焼機器保守協会け化 03- 34日日-292のでおこなラ技術管理講習を修了着(ち 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社支店-営業所などに点横依頼されることをおずずめします。 


日常の点横•手入れ 


★点検*手入れをずると走は、必ずストーブを消火し、電源プラグをコンセントか6抜いて、本体温 
度が充分下がってか5おこなってください。やけどや感電をずるおそれがあります。 

★部品に触るとさや、内部を掃除するとをは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこなってくだ 
さい。 

★本体をベンジン、シンナーなどでみかないでください。変色します。 

★電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 I I 油漏れ、油のたまり、油のにじみ_ 


♦ストーブの周囲は、常に藝理、清掃し、燃えや 
ずいをのを置かないよラにしてください。 



ほこ 0 


♦ストーフについたほこりや巧れは、掃除機で吸 
い取ったり固くしぼった請れ雑巾などでふさ取 
って< ださい。 

汚れたままのご使用は危険のちとですし、スト 
ーブのいたみを早めます。 


•万一油漏れによって、油のたまり、油にじみび 
生じているとさは、消火操作をし、原因をたし 
かめ防漏処置をし、油漏れがなくなったことを 
確認してか6点火操作をしてください。 



•油タンクの給油口□金の弁部などに、ごみびは 
さまっている場合びありますので取0除いてく 
ださい。 










> 本体背面にあるファンフィルターにごみやほこりび目づまりします 
と、温風用空気量び減って過熱防止装置びはたらいて消乂します。 
ファンび停止していることを確認してか5ファンフィルターに付い 
ているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 


お願し、 


★電源 プラグをコンセントから巧いておこなってください。 
★ファンフィルターのミちれびひどい場合は、ファンフィルターの 
止めねじ （2 本)をはずし、ファンフィルターをはずして、掃除 
をしてください。 

★はずしたファンフィルターは、必ず元どおりに組み付けてくだ 
さい。けびをします。 

★フアンフイルターの掃除をしてち燃焼び停止するよラであれば、 
27ページに記載してありまず対流用ファンの掃除ちおこなって 
<ださい。 



リ1りり…" り I 川川 I 



り1りりり而而而； 


フアンフイルターの 掃除 



回む上 


給気フィルターの掃除 


>本体側面にある給気フィルターに、ごみやほこりび目づまりしますと、燃焼用の空気量び減って不完全 
燃焼の原因になります。 

給気フィルターに付いているほこ0を、電気掃除機などで吸い取ってください。 

-■お願い--- 


★布などでふくのはおやめください。かえって目づまりします。 

ミちれが取れないときは、洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 
★取りはずしたとさは、必ず元どおりに取り付けてください。 

(取りはずしたままでご使用されまずと、異常燃焼の原因になります。） 




点横•手入れ•アフタ—サービス 


居 







点検-手入れ 


„_ フアンフィルターの取 り付けかたと注意 

•ファンフィルター下側の突起を、ス I -ーブ背面の角巧に入れ、対流 
用ファンのコードをファンフィルターの凹部を通してから成たをし 
てください。 




箇月に1回む上 


ルーバーの掃除（必ず手袋をはめておこなってください) 


•ルーバーが巧れたり、ほこりび付着した場合は、輩気掃除機や、固くしぼった城れ雑巾などでみを取っ 
て < ださい。 

f -お願い-> 

★このとさおずス1-ーブを消火し、ルーバーび冷えてからおこなってください。 

やけどをするおそれびありまず。 




油受けの掃除 


•油受けに水やごみびたまると、油タンクにな油びあるのに、「給油ラ 
ンスげ「点滅」して消火することびあります。 

♦「油タンク」を取り出してから、 r ミ由到ブ」を傾けないように取り出し、 
たまった水やごみを取り除いてください。 

. -お願い-^ 

★油受けは、水で洗わないでください。必ず打油で洗ってくださ 
い。 



巧震自動消乂装置 


•燃焼中にストーブをゆすって、自動のに消火するかを点検してください。 


♦自動的に消义しますと、「デジタル表示部」に区3を表示します。 






-お願い- 

★巧流用ファンにごみやほこりが多量に付着しまずと、温風用空気量び減って過熱防止装置びはた5 
いて消火します。 

巧流用ファンのごみやほこりを、電気掃除機で吸い取って取り除いてください。 

女ス I ブを消火し、電源プラグをコンセントからおいて、ストーブの温度が充分に下がってか5お 

こなってくださし、。 


L _ 巧流用フアンタ掃除(必ず手義をしまめておこ をって くださり) 

( J ) 2日ページ [^21 ン フィ ルター を掃蜂]を参照して、フアンフィルターをはずしてください。 

( g ) 対流用フアンに付着したごみやほこりを、電気掃除機で吸い取っ 尚 . :_ 

てください ^ 川 mum 川 III 川り 

また、見える箇所だけでよろしいでずか6、本体内部のほこりを ^ 

取り除いてください。 T ^ 


粟 

、ーレ- J A ス 


( D 元どおり組み立ててくださし、。 


II 技 I 1111111111111111111111 


油タンク、油受けざ！5の掃除 


•油タンクと油受けを取り出し、市販の給油ポ 
ンプ等で油タンクや油受けざ5内の水やごみ 
を取り除いてください。 




_ ____ _電源ブ考グ^コンセン b _ 

♦電源プラグ、コンセントにほこ0や巧れびたまると火災の原因にな 
ることがあります。 

電源プラグをコンセントか5抜いて、付着したほこりや巧れを取り 
除いてください。 





コンセント 


電源プラグ 


ぶ 


点検•手入れ•アフターサービス 








故障-異常の見分けかたと処置のしかた 


異常のお知らせ（デジタル表示の見かた） 


安全装置が作動すると、自動消火します。また、デジタル表示部に故障•異常の原因が表示[エラー表示] 
されます。繰り返し表示するとをや運転しないとをは、お買い求めの販売店へご連總ください。 


処置方法 

•しばらく待ってか6再点义操作をしてください。 

参フアンフィルター、ルーパ‘一、巧流用フアンの掃除 
をして < ださい。 

(2 巳、26、27ぺージ参照） 

♦ストープの周囲の障害物を取り除いてください。_ 

♦運粒スイッチを一度「切 J にしてから梶巧時刻•タイ 
マー点义時刻-室温設定をしてください。 

•電源フラグなど蜜源をご確認 < ださし、。 

•電気系統の故障です。お買い巧めの販売店まで「デ 
ジタル表示 J などをご連絡ください。 



^デジタル表示 

点丹(点滅)の意味 ' 

E -0 

♦過熱防止装置が作動しました。 

F -0 

•惇電消火後電源が入りました。 

E - t 

♦ルームサーミスタげ断線しました。 





K ’ー ナーび予熱不足でず。 

パーナーヴ ー5 スタび断線しました。 
点义 ヒーターび 断線しました。 


♦消乂後ずぐに再点义操作しました。 

♦点义巧き装置び作動しました。 

♦地勵こより消义しました。 

♦本体を傾けたり、強い振動、衝裝がきえ5 
れ消火しました。 


参す完全燃焼防止装置び作動しました。 


>室温が33で];(上になりました。 


燃焼用ブ□アモーターが偉止しました。 




バー表を点減 

IHr 

が广 

全消な 


点义を全装置び作動しました< 


♦チャイルド□ック中に運まちスイッチを「入」 
にしました。 

♦タイマー点乂時刻び設定されていません。 


換気ラ、/づ 

♦不完全燃焼防止装置が作動しました。 
給油ランプ 

•油切れで消义しました。_ 

タイマーランプ 

♦タイマー運転び按了しました。__ 
♦消し忘れミ肖义装置にて消火しました。 

♦省電力機能び作動しました。（けべージ 


I 



•修理び必要です。お買い求めの販売店または別紙の 
お客様ネ目談窓口一おまで、「デジタル表示 J などをご 
連結ください。 

♦しばらく待ってか6再点义操作をしてください。 

参お買い求めの販売店または別紙のお客様相談おロー 
廣まで、「デジタル表示」などをご連絡ください。 


♦ストーブが傾いていないか確認してか5、再点火操 
作をしてください。 

♦給気フィルター、ミ由受けの掃除をしてください。 
(25、27ベージ参照） 

♦修理び必要です。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様ホ目談窓口一質まで、「デジタル表示」などをご 
連絡 < ださい。 


ストーブの同囲の障害物を取り除いてください。 


♦電気系統の故障でず。お買い巧めの販売店または別 
紙のお客樣ネ目談窗、ロー蹟まで r デジタル表示」などを 
_ご連絡ください。_ 

•給気フィルター、油受けの掃除巧してくだをい。 
(25、27ページ参照） 

•修理び必要でず。お買い巧めの販売店または別紙の 
お客様相談窓口一廣まで、「デジタル表示」などをご 
_連箱ください。___ 

♦運転スイッチ巧「切」にして、チャイルド□ックを解 
_除してくださし、。巧2ぺージ参照）__ 

♦運転スイッチを r 切 J にして、タイマー点义時刻を設 
定してください。 （19 ぺージ黃照）______ 

♦窓やドアを開けて巧分に部屋の換気をおこなってか 
_ら再点义操作をしてくださし、。__ 

♦な油を給油してから萬点火操作をして<ださい。 
♦巧点火操作をしてください。 

♦再点火操作をしてください。 

参操作部のいずれかのボタンを押してください。 















電源プラグをコンセン 
卜に差し化んでいない 

停電した 

巧震自動消火装置が作 
動した 

油受けに水が入った 


油受けざ6に水が入つ 
ている 

給気フィルターの目づ 
ま0 

油タンクに灯油がない 

な油が油タンクの出し 
入れでこぼれた 

換気不良 


灯油の質が悪い、変質 
灯油、ミちれた油や、ポ 
リ容器で1年間持ちこ 
したな油などを使った 


〇 〇 


省電力機能が作動しま 
した 


給油ロロ金が間違って 
し、る 


表中の f 表示は、「デジタル表示」（エラー表示)を示します。 




る 


る 


る 


故障かなと思ったときに 


使 

用 

中 

室 

内 

が 

に 

お 

ラ 

使 

巧 

中 

急 

に 

消 

义 

る 

置 

心 

に 

油 

に 

じ 

み 

が 

石 

る 

燃 

焼 

が 

大 

を 

い 

突 

然 

す 

ベ 

て 

の 

ラ 

ン 

プ 

び 

消 

を 

る 

処置方法 


_ - 



〇 

電源プラグをコンセン 
卜に差し込む 


〇 



〇 

惇電復帰後、再点火操 
作をする 


〇 

£-5 




再点火操作をずる 


〇 




油タンクと油受け巧の 
水を取り陈く 


〇 




巿販の給油ポンプで水 
混入のな油をずつかじ 
巧く 

〇 

〇 

ら-ら 




フィルターを掃除ずる 


〇 




な油を入れる 

〇 


〇 



こぼれたな油をされい 
にふをとる 


〇 




部屋の充分な換気をず 
る 

〇 



〇 


不良な油を良質の灯油 
に入れかえる 
販売店にご相談くださ 
い 





〇 

操作部のいずれかのボ 
タンを押してください。 
(1 巳ぺージ参照） 






正しい給油ロロ金をお 
付けてください。 

(12 ページ参照） 


炎が大违<な日ない 
白い霖気が出てとまる 
点乂 しない 


運転スイツチが点滅しない 



点検•手入れ•アフタ—ヴ—ビス 







巧 R 品交換のしかた 


部品交換のとをのを意 


•部品交操や修理をお受けになる場をは、曰本石油燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習会修了 
看(石迪機器技術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨します。 

★不完全な修理は危険です。 

★故障したちのは使わないでください。 


♦短時間に消耗する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場合は、お買い求めになった販売店 
にご相談ください。 

★部品は必ず純正部品(指定された部品)をご使巧ください。 

★部品を交換するときは、ストーブを消乂し、本体び充分冷えてから、電源プラグをコンセントか!5 
抜いておこなって < ださい。 


保管のしかた(長期間使用しない場合) 


★ス I -ーブを保管する場合は、24ぺージ点検•手入れの項を参照して、ストーブの手入れをして 
から保管してください。 

★いたんでいる箇所は必ず修理をしてから保管してください。 


1ストーブを消乂し、ストーブが充分冷えてか5、電源プラグをコンセントか5 
巧く。 

2給気フイルター、フアンフイルター、ルーパ‘一、電源プラグに付着したほこり 
やミちれを電気掃除機や固くしぼった濡れ雑巾などで取り除く。 

3油タンク、油受けざ S 内の打油、ごみ、水気を取り出ず。 

•銷や巧あさの原因になります。 

4器具の表面をよくふいて、巧れを取る。 

♦固くしぼった麓れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で巧れを取り、乾いた布で水気をふさ取ってください。 
(シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管する。 

♦口金開閉具は、紛失しないよラに、本体の背面にある口金開閉 
具取付 巧に引っ掛けて保管しておくと便利です。 

★□金開閉具についた巧ミ由は、よくみき取ってくだごい。 

♦湿気の少ない巧に保管して < ださい。 

♦傾けたり、横にしないでください。 

抜けされなかった巧油び漏れることびありまず。 

女取扱説明書-保証書をがず保管してください。 

廃棄するとを 

27ページ 「油歹ミ/ 夕7洒受け 量を の攝膝] の頂を参照して、 袖 タンク、 油 受けざ5内の灯油を抜き取っ 
てから廃棄してください。 


□を開閒具巧付巧 








※騷音値の数値は JIS 測定方法 （JIS S 3031 ) に基づく正面値でず。 

■配線図 

青- 
票 

トランス 緑- 

- ホ : 

吸臭ポ : 

電源の — [W 



操作基板 



1 SEIH^Hli 

画" 

I — 讓’通護窗 w 

を : BOEagi - 


動 ii ■動*ホ M 

^ B^HH 


31 
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□金開閉具 （' 


停電を全装置、不完全燃焼防止装置、消し忘れ消乂装置 


騒音値（正西） 


電源電圧及び周波数 
-定格 
消費 電力 


高さ44己 mm 幅已已 0 mm 奥行327.己 mm (置台を含む）_ 

_ 1 2.7 k 旨 

_ 10 0 V •己0/6日 Hz 

点火時320/32日 W 燃焼時 28/26 W 一 

_ 最大9已0/9己 0 W (点火初期に短時間発生)_ 

_ 最大燃焼時 37 ci 巨最ル燃獅き24服 

4 A 

対震自動消乂装置、点火安全装置、燃焼制御装置、過熱防止装置、 


13.7 時間(最大燃焼時) 


1.41 kW 

7.0 L 


0.510 L/h 
0.137 L/h 
5.2 已 kW 


号） 


口油 US 


電気点火 


_LC-L 日 33 _ 

ポット式-強制通気形-強制対流お 



点横•手入れ•アフタ—サ I ビス 





アフターサービス 


_ 保証>し、し _ 

•添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。 

記載内容をご確認のラえ大切に保管してください。 

女保詔期間はお買い上げの曰より1年間でず。 

I 修理をお庶するとを] 

♦ 故障.異常の見分けかたと処置のしかた (28 ページ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご 
使用を中止し、必ず電源プラグを扳いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

©品名…石油ファンヒーター(強制通気お開放式石油ストーブ） 

② 型式の呼び… LC - L 已33 

③ お買上げ年月日 

感故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ、おところ、電話番号 

•修理に隙しましては保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただきまず。 
♦保証期間び過ざているときは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
さます。 

•修理料金は、技術料、部品巧、出張料などで構成されています。 

/- 

この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項-注意事項および通常使用に反して使用された場合 
の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


_ 補修用性能部品について 

★石油フアンヒーターの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後日年でず。 
♦捕修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

r 乾居される場合 


♦このフアンヒーターは電源周波数酣、孤 Hz とを同一仕様です。 

★電源周波数の異なった地域への転居でをそのままおいいただけまずび、高地への転居、高地か6の転 
居は再調整が必要ですので、別紙の r お客様相談窓巧^覧1までご相談ください。 


» 

故障■破損したら、使巧しないでください。 

不完全な細が糖は嫌です。 PO 

分辭禁止 




辻思 

. 


I 故:障:修理の際の連錢が 

アフターサービスについてわからない場合は、お買い求めの販売店、または、もよりの I お客様相談窓口 
-Kj (別紙参照)までお問い合わせください。 
















LC - L 533 取扱説明書 


1愛情点検1 

♦ちミ由フアン ヒーターの 補修 

* 長年ご使用 0) 技にァントタ-の繼！ Ilf 麗端 f 轟攫心 

の 

ご使用の際 
このぶ弓なことは 
ありませんか 

♦油漏れする。 

♦燃焼中強いにおいびずる。 
♦おが異常に黄色い。 

•ず熱時間が異常にながい。 
♦運乾中異常な音がずる。 
•その他の異常-故障びある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止の 
ため、コンセント 

か 6 電源プラグを 

抜いて、必ず販売 
店に点検-修理を 
ご巧頼ください。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


型 式 

し C - し已 33 

お買上げ年月日 

年月 曰 

お買上げ店名 

\ 

(電話番号） ( ) 一 

-- J 


株式会ネ ±1-31- ミ 

本 社 名古屋市瑞穂区桃園町5蚕] 7号 
干4己 7— 08曰曰 TEL <052)822-1 144 
FAX <052)822-2742 


1 il 1 なすを社トヨトミは巧適历巧の一巧としてこの巧の ifi 明かさ巧を没を巧巧していまず。 

S6 だた要!な々^正&そな巧してい S Y 






